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マスグレイヴによるヴィクセルの

租税帰着理論の定式化にっし、て

飯 野 靖 四

H;
は じ め に  

I マスグレイヴによる定式化 

n マスグレイヴによる定式化の検討 

お わ り に

は じ め に

ミュルダールが『経済学説と政治的要素』⑴ ‘ において「広義における帰着論Inzidenzlehreす

なわち"I能的な租税体系の諸作用W irkungeiiの学が，全財政学の唯一の内容であるj と述べてい

ることからもわかるょうに，租税帰着に関する研究は現代においても財政学のきわめて重要な紈免

課題の1 つである。それにもかかわらず租税帰着に関する研究は，近年にいたっても何ら新しい進

展をみせず，わずかに実証的な研究のみが個別的に行なわれているに すぎない。 ま さに 「租税転

嫁 • 帰着の研究は，現代の財政学において混迷の状態にある」〔2 ] のである。 *
私は今のところ，そのょうな租税転嫁•掃着理論に対して何らかの新しい提案をしょうなどとい

うおそれ多い考えは，全然もっていない，従ってここではそのょうな租税転嫁•帰着理論一般を扱

わないで，将来そのょうな租税転嫁•婦着理論を再検討しょうとする際に何らかの意味で役立つに

遠いないと思われるもの，すなわち将来の租税転嫁• 帰着の研究に対するワン•スチップとなりう 

• ⑴
ると思われるもの，という意味でヴィクセルの租税埽着理論〔3〕をとりあげてみた次第である。

しかし残念なことに私は,ヴィ ク セ ル の 租槔帰着理論を網羅的に論ずることができるほ ど ヴ ィ ク セ ：

ルQ理論についてよく.勉強していないので， ここではヴィクセルの粗税帰着理論を比較的詳しく扱

い， しかもヴィグセルの粗税帰着理論を一般均衡論的に体系化したマスグレイヴの研究を中心にし

て，ヴィクセルの租税帰着理論を検討してみょうと思う。

注（1 〉 ヴィクセルの租税帰着に関する著作については，拙 稿 「ヴィクセルの財政理論について〔I 〕バゴ.田学会雑 

誌，第 62,卷第 2 号）末 尾 の 〔ヴィダセルの著作目録〕を参照a 
( 2 ) グィクセルの租税烯着理論について論じた文献はきわめて少ない4 ヴィクセルの狃税埽薪理論について論 

• じた文献については, 拙 稿 「ヴィクセルの財政理論についt ：〔n 〕j (三H丨学会雑誌,绾 6 2 卷绾 9 号） 末尾の 

〔参考文献〕を参照• ，
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マスグレイヴによるヴイクセルの租税帰着理論の定式化について

I マスグレイヴによる定式化

マスグレイヴはその著『財政理論』〔4〕において，ヴィクセルの租税帰着理論を次のように定式 

イ匕している。 ,
まず以下で使用する記号についてまとめて説明しておこう。 （記号は,ヴィクセル自身が便用している 

記号ではなくて，マスグレイヴが使用している記号である，）

P ： 労働者1 人当りの生産物 

t ： 乎均投資期間 

L ： 労働者1 人当りの賃金所得 

Z : 利子率 

A : 労働者数 

K : 資本ストックの量 

r ： 税率 

P ： 純生産物

1 租税がない場合 ^ ァ:
まず租税のない場合におけるヴィクセルの体系についてみてみよう。

マスグレイヴによると，租税のない場合におけるヴィクセルの基本体系は, 以下の4 つの方程式 

によって与えられる。

その第1 は，生産関数で . ニ
一' … . .

P = /( t )= a im................ (1) , . ノ
で与えられる。これは，平均投資期r u nが長くなればなる程ますます迂回生産が行なわれて生産物 

p が増大してゆくということを示す生產闕数である。ヴィクセルは逋減的な割合で續加してゆく生， 

産関数を想定しているから，<C>0と l > m > 0 が仮定されている。

体系の第2 の方程式は，生産物が各生産要素（ここでは生産迆素として資本と労働のみが考えられてい 

る）の分け前に分配ざれるということを示す定義式である。

P = L + Z L t................ ⑵
労働者に対する賃金の支払いはすべて資本家からの借入によってまかなわれると仮定されているか 

ら U は労働者1 人当りに対する投資額（借入額) である。 従ってそれに利子率Z を乘じたZU

注（3 ) マスグレイ, ヴによる定式化では , 単 に 1 > W となっている。 しかし饥> 0 で灸>るのは明らかであるので， 

ここではつけ加えておく。
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ク の 宠 式 化 に つ い て

は， 資本家が受取る労働者 1 人 当 り の 資 本 （利子）所得である。 ⑵ 式 は ， 生産物 p が労働者の受 

取る赁金所得L と資本家の受取名資本（利子）所 得 Z L t とに分配されるというこ と を 示している 

体系の第 3 の方程式は，賃金基金の.関係によって与えられる式で

L .A = 令 — ⑶:

でみえられる。 ⑶ 式 は ， 1 期 間 当 り の 麵 可 能 な 货 金 支 払 額 ( 等) が，労働者. 】人当りの货全 L  
と 麵 さ れ る 労 働 麵 A の積に等しいということを示している。換言するならば， がすべ 

て労働の購入に用いられるということを示している。 ヴィクセルも指摘しているょうに， 貨金站金 

は他のいずれの用途にも用いることができない の であ .る，

体系の第 4 の方程式は，資 本 家 の 利 潤 （利子率）極 大 化 の 条 件 で あ る す な “ち

普 = 。 發 く 。…….•.…⑷  :ご

しれは賃金遊金を統制する資本家が，或 る 賃 金 （L 二一定）のもとで， 利 子 率 z が極大値に達する 

まで投資期間 f を延丧す今ということを示している。 .

a，m，ん K か子 えられるならば，体系は P，L, t, Z を決定することができる。_際に計算にょ 

って，利子 = が，犬とな るょう な 酸 期 間 t を求めてみると，次のょうになる。. ⑴ ，⑵ ，⑶ょり 

Z = ~ K ~ ~ 了  … (5)
これを i について微分して

dZ 一  maAtm一 1 , 1dt ~  —~K  •.…….(6)
これをゼロに等しいとおくことによって， 纟を解くことができダ

図丄  以上のようなヴイクセルの体系を図表で表わすと

図 1 のようになる。縦軸には p を侧り，横軸には o  

; より右に 1 を測る。 丨1 _  O S は 方 程 式 ( 1) によっ 

て定義されるょうな生産関数であ(| 。

さて，生産物 P のうち或る一定額 , 例 え ば 0 D だけ 

か労働 .に问けられ .て賃金 L と_なるよう:な場合か来え 

てみよう。資本家は，貨金 L  ( = 0 D ) のもとにおいて 

Z が極大化されるようなメの値を速ぶであろう。 そ

 一 ^  や よ 5 な (レ 0 D のもとにおいてZ がが•大どなるような）

注（4 ) マスグレイヴ自身の文章では，We can 86lve fw it
( 64 ば = ，ぅrT ニ 4 !M m 代 J C 5 jにおいては， 全く資本が無い場合においてもなおいくばく純 

i t m r n m t  > 嫩 か ら 少 し 上 の 射 _ と姊 ら せ て い る ， しかしその後の）财

= ^ = ぃては，労 纖 は _ 似 か っ た ら 何 砸 で 樹 、， ろぅU 、贿 れ
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スグレイヴ匕よるヴィクセルの租税掃着理論の定式化について

« の値は，D を通り, . レかもO S に接するような直線D C をひくことによって求めることができる6
1 (6)

図 1 で は D C は 瓦 で O S と接しているので， t=OGf ^ = H 0 を得ることができる。 （Dを通りし 

かもO Sに接するか或いは交わる直線だけを考えると，E で O Sと接する直線（ここでは’DC) の場合が最も 

H0( = + ) が小さくなる。吾が最も小さくなる《6であるからその時にZは最大になる。）従 っ て が 0 G よ

りも大きくなっても小さくなってもH 0丨= 去) は大きくなり，従ってZ は小さぐなる。同様な方法 

でL を任意に動かして，それぞれのL に対して最適の値となるようU たの値を求めることがで'きる. 
そのような最適なんとL の組合せの軌跡がV W という曲線で表わされている。ここまでを，我  々

は体系の方程式（1), (2)，（4 ) から導き出すことができる。

しかしながら実際には，そのように沢山ある•最適な 6 とL の組合せのうちから，或る 1 組の之と 

L の組合せを選び出さなければならない。そのような1 組の ZとL の組合せを選び出すために，我 

々は方程式（3 ) の助けを借りなければならない。 K と A は与えられているから，L i の値は所与 

( = | ) となる。紙軸にL を測るならば我々は直角双曲線M N を得る。この直角双曲線M N は，

K とA が与えられた時の選択可能なL と t の組合せを示す。実際に選ばれるL と i の値は, ’VW+と. 
の交点F において得られる。

もし我々がW のような点におかれている場合には， 賃金支払額（= 投資額）I i の値は労働者1 
人当りの利用可能な資本- ^ を超過してしまうであろう。 従って一部の労働者が雇用されないこ 

とになり賃金は.引下げられるであろう。逆に我々がV のような点におかれている場合には，賃金猫 

金の一部が使用されないことになるから賃金は引i . げられるであろう。結局, F が唯一の均衡解と 

なるであろう。そめ場荇, 労齡者1 人当りの生産物P は G E であり，労働者1 人当りの賃金L は 

GF ( - 0 D ) である。 労働者1人当りの資本（刺午）所 得 ]U Z ( ニ- ^ ■)は F E であり， 平炀投资 

期間；U は 0 G であり，利子率Z は - ^ である。 .

2 所得税が課せられた場合

次に所得税が課せられ，生産物の-‘部が政府によって購入されるような場合について考えてみよ

: ， ： . .  . .

'所 得 税 が 総 産 出 量 に 対 し で 何 ら か の 影 響 を 及 ぼ さ な い 限 り （例えば，生産物がただ 1 種類しか生産さ 

れていない場合等 ) は ， 生 産 関 数 （1 ) は も と の ま ま で あ る 。 す な わ ち ，

( 1- 1)

• $ ( 6 )  AHOD と ADFI0 が ,fli 似であることから，. HO；DF=OD:EF.  DF-OG,  OD-GF,  E F = G E - G F  
る.からンHO: 」と^ ミィ疫— •さ"每 厂 0G — t, G P ; L ,  G E : P  =  i/-トし汾'を'代入するとEF
HO-^ c ^ T h T h Z T T h ^ z  となる,

89(201)
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マスグレイヴによるヴイク七ルの租税痛着理論の定式化について '
生産物P が賛金所得L と資本（都子）所 得 Z L tに分配されるとそこで所得税r が課せられる。 

所得税は貨金所得にも資本（利子）所得にも同等に課せられるから，坐産物 ;P は労働者と資本家が 

保有する部分U —r)<L +Z L «)と彼らが租税として支払う部分（すなわち政府によって購入される生産 

物の部分）r (L + Z L O とに分けられる。従 っ て （2 ) 式は次のように書きかえられる.
Pコ(1一パ(L+ZLt)+r(L+ZLO  ................(2-1)

租税が課せられた場合でも賃金基金を減少させてはいけないという仮定によって， ⑶式はもと 

のままである。 ，

\j* .......... ....(3-1)
資本家は課税後の利子（率）を極大化しようと試みるから，⑷式は次のように書き改められる . 

であろう。 .

l (1-す)=0 靜 < 0   (4-1) ‘
前の場合と同じように，計算によって利子率Z が極大となるような投資期間t を求めてみると次 

のようになる。（1-1)，（2-1)，(3-1) より

( l - r ) Z =  (1^ r)  (5-I) .
これを i について微分し•て

普 ( 1 - y ) ニ ( - — 会 ” -+ + ) ( l - r ) … … V. ( 6 - I )  ' 一

(1—デ) は相殺しあうから (6 -1 )は ( 6 ) と同じ式になる。 従って i の値は,租税がない場合と同じ 

である。 従って総産出量も同じであるが，労働者及び資本家は賃金所得，資 本 （利子）所得がそれ 

ぞれ税率だけ減少するのを見出すであろう。この場合には，賃金基金説は結果に影響を及ぼさない，

3 生産’物税が課せられた場合

次に生產物税（生産物ないし粗収入に対する税）が課せられた場合について者えてみよう.
税 率 r で生産物税が課せられるならば，純生産物 p は次のように書き表わされる。

?>=(1—r)P
この戸に ( 1 ) 式の右辺を代入すると（1—P ) 式が得られる。す な わ ち • 

p = (l~ r)a tm ............ “(1—P) .
純生産物だけが各生産要素に対して分配されるから（2-P ) 式は次のように書き表わされるa . 

p= h ^ Z L t .............. (2-P)
前の場合と同じように，租税が課せられた場合でも貨金諶金を減少させることはできないと仮宠 

されているから，（3 - P )式はもとのままである。すなわち • •
■   90 (202) —  ’
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マスグレイヴによる.ヴィクセルの粗税掃着理論の矩式化について

レ   (3-P)
前の場合と同じように, 資本家は利潤（利午率) を極大にしようとするから，(4-P) 式ももとのま 

まである。すなわち

^ = 0  « < 0 . .......

前の場合と同じように，計算によって利子率Z が極大となるような投資期間t を求めてみると次 

のようになる。（トP), (2-P)，（3-P) より 

z = = a - r ) a A r ,_ i _  ‘…•……伤 七

これをぇについて微分して

j  .……" …(6-P) t
ここで，. 租税のない場合め ( 6 ) 式の右辺と生産物税が課せられた場合の(6-P) 式の右辺とを

比較してみよう。 .
両者の場合において，第 2 項 は 同 じ で あ る 。ただ違うのは，生産物税が課せられた場合の

第 1 項が租税.のない場合の第1 項 の （1—デ）倍されているととである。 2—つの式とも右辺はゼロに

等しいとおかれているから， （.の値は生産物税が課せられた場合の方が.租税のない場合より大きく

なければならない。従って生産物税が課せられると投資期間f が延長されることになる。投資期間

t が延長されると（方程式⑴をみてもわかるように）生産物P も増加するけれども， （方程式（3_P)
(7)

によって示されるように) 賃金所得L は減少する。 そしてM < 1 のところで（方程式（k P ) によって 

示されるように）利子率Z も減少することになる。L 及び Z が減少する程度は，それぞれ生產関数

図 2 め勾配に依存する，

生産物税が課せられた場合を図表的に 

表わすと，図 2 のようになる。

い ま 50% の生産物税が課せられた場 

合(つまりデsO. 5 の場合）について考えて 

みょう：

いろいろな投資期間《の値に対して，

各生産喪素への分配に向けられる组産物 

の量はO SからO Rにまで引下げられる，

注（7 ) マスグレイヴは全く何の説明もなしにM < 1 という条件を尕している•  M が何を指しているのかは不明で 

ある。 ( B )式の左辺をZ» (5—P〉式の左辺をZ pとすると， く1 という意味であ^ )うか。しかしこれは 

ト ー ト p ジーである。
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アスグレィヴによるヴィクセルの租税掃着理論の定式化について

貨金菡金方程式は仮矩によって変化しなぃと考えられているので，直角双曲線M N は変化しない。

前と同じように，新 し い 均 衡 点 は 博 び M N 上になければならない。図 2 を見てもわかるよう

に，投資期間 i は 0 G か ら 0Gr に延長される。 しかし賃金L はD か ら ま で 減 少 し ，利子率Z 
1 1

も で に か ら - まで低下する。そして産出量P は 0 B か ら 0B r まで増加する。 新しい均横j 
においては > 労働者1 人当りの租税支払額はに等しく，夯働者1 人当りの貨金受取額はGLF; 
に等しI 、。また労働若1人当りの資本家（利乎）受取額はFrEr に等しい。図 2 で想定されている 

ようなパラメータ一が与えられるならば， 資 本 （利子）所得は賃金所得より急速に引下げられる。

もし屯産関数曲線O S が E の右方においてもっ と一定の勾配をもつように描かれているならば， 

投资期間4 は更に延長され> 賃金所得L はもっと急速に引下げられるであろう。

このように生産物に対して生産物税が課せられた瘍合には，それは生産構造に変化をもたらし， 

名-屯産要素に対する分配を不均等に減少させるという全く奇妙な結果をもたらす。 （これに対して所 

得税が課せられた場合には，それは生産構造を変えず， ただ各生産要素の純受取額（可処分所得）を比例的に 

減少させるだけである。）限界生産力の推論によれば，こういった奇妙な結果は成立しえない。限界生 

産力の理論によれば，生産物税が課せられた場合には，それは粗生産物P と純生産物P との間にく 

さびとして加わるだけで， 賃金所得に対しても資本(利子）所得に対しても等しい負担となってか 

かってゆくはずである。従って，産出量と各生産要素に対する分配額は前と同じであって，ただ各 

生座要素の純受取額（可姻分所得）が均等に税額だけ減少するだけなのである。従ってこれは所得税

が，弗せられた場合と全く同じになってしまうの で ある。• • • •
U 金猫金が，生産物税が課せられた額だけ減少させられると仮定するならば，限界生産力の理論 

で报■論した結果と同じような結果が得られる。投資期間 t は生産物税が課せられない場合と同じ長

注（8 > 貨金茈金が生産物税の額だけ減少させられるような場合にづいて考えてみよう。

生産物税が課せられるのであるから，第 1 の方程式は（1 一!> )で与えられる。すなわち 

P = ( l - r ) « r ........( 1 - N )
次に，税引き後の純賃金所得と純資本（利子）所得をそれぞれ I と z で.表わすと，第 2 の方程式はここでは次 

のように与えられる。す な わ ち «
p —1 + z l t  (2—！'0

粗質金甚金K から支払われる粗貨金L と税引き後の純貨金/との関係は 

l =  U l ~ x )  O は粗貨金所得L に対して課せられる税率〕 .
のように得き表わすことができるから， これを（3 —P )式に代入して，次のような笫3 のソ/祝式を得る》すなわち 

……( 3 - N )  ' .

前と网じように，資本家は税引き後の利_  (利子率）女極大化しようとするから笫4 の力相式は次のように与 

えられる。すなわち

t - ° ， く0 ……(ト N)
前と同じように。計筘によって名を求めると 

( l ~ r ) a A t " i 1 か ”、
了 ……<6-N)

これをけこついて微分して ノ
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マスグレイヴによるヴィクセルの租税帰着理論の走式化について

さになり，また生産物税の負担は各生産要素の受取額（所得）に均等に課せられることになる。 | 
以上のように賃金雄金を生産物税の額だけ減少させれば奇妙な結果は间避されることになるので 

あるが，しかしそのように賃金雄金を減少させることはヴィクセルの体系の精祌とは両立しえない 

のである。ヴィクセルの体系においてはあくまでも貨金蓝金^ ' は一矩でなければならない。 娘  

ってこうした問題を考えることはヴィクセルの体系の問題点を理解するのに役立つけれども, 同 時 | 
にヴィクセルの体系においては決して許されえない解決法であるということに注意しなければなら丨

な、V . . . * i
*

. . .  I

H マ ス タ レ ィ ヴ に よ る 定 式 化 の 検 討
： . .'■ .....

今まで'見てきたようにマスグレィヴは，ヴィクセル囱身も明確に表わしていないような具体的な | 
方程式を用いてヴィクセルの体系を定式化している。 例 え ば （1) 式の生産関数などはその良い例 

である。確かにヴィクセル岛身, 生産関数の形等については至るところで述べているけれども，い 

ずれの場所ぬおいても（1 ) 式のような具体的な形で生產関数を衾わしてはレ.、ないのである。

しかしこの論文の屯要@的は，マスグレイヴによって定式化きれたヴイクセルの体系が， ヴィク 

セル自身が考えていた体系と同じであるかどうかということを検討するととではない。マスグレイ 

ヴによって定式化されたヴィクセルの体系が，それ自体として自己矛盾を犯していないかどうがと 

いうことを検討することなのである。 . ’ '
それらのことを検討するために，マスグレイヴによって定式化されたヴィクセルの体系をもう少 

し具体的な数字をあX はめて考えてみよう。

1 租税がない場合

ま ず ⑴ 式 に お い て a= 2 , w = - |-；⑶ 式 に お い て Kニ16，A 气2 を代入してみよう。そうす 

へ (9)
ると，租税がない場合におけるヴィクセルの体系は次のように表わされる。

P = 2彳ニ2 V T  ............... (1) ,
P —L + L 2t  ........…②

— ~ + 7 2' ……(6- N)
生產物税率？. と粗货金所得•に対して課せられる税率« とが等しいならば，明らかに ( 6 - N ) 式は (6) 式と同じ 

式になる，従って投資期間 f は生産物税が課せられない場合と同じになる。限界生産力の理論によれば，競争市 

場においては租税は限界生鹿力に比例して各生産奴素に分担されることになるから，« は r に等しくならなけれ 

ばならない，従って我々は尘座物稅が課せられても投資期問 t が変化しないという結論を得るのである。

注 < 合） 方程式の赉号の上の一は , 具体的な数値例の場合のカ积式の神号であることを表わす。
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l l i r

I ，

マ ス グ レ イ ヴ に よ る ヴ イ ク セ ル の 租 税 帰 着 理 論 の 定 式 化 に つ い て  

2 #L = - ~ - ょり L i - - … … '③

1 <° ••(4)

計算によってZ を求めると

Z _ V T
4

これを t について微分して

dZ

(5)

‘⑥dt ~ 8 V 't + ~f
以上のようなヴイクセルの体系を図表で表わすと図3 のようになる。 生産関数曲線O S に接す

図 3
る接線の勾配は

d Pdt

C ( P = / T + L )
S ( P = 2 / t )

であるから，

縦軸とL で交わり（切片の値がL) 生產関 

数曲線に接する接線D C の方程式は

I  —P=^7iT=*i+L =：V，t H-L ....... (7)
で与えられる。この接線と生產関数曲線 

との接点E で定まる最適なt とL の組合 

せの軌跡V W は， （ラ) = (了)とおぐこと 

によってf辱られる。すなわち 

L = v / t ............... (8)
である。実際のL と i の値は V W 曲線と M N 曲線の交点で決まるから， （幻 と （幻を連立させ 

ることによってZ=4, L = 2 を得ることができる。最後にこの値を（了）（幻に代人してP = 4 , Z =  
士を得ることができるのである。 '

I ] '  j
I I

2 所得税が課せられた場合

所得税が課せられた場合も全く同じようにして求めることができる。すなわち,
P == 2a/ t    (1~I)
P = 0 . 5(L+ZL0 + 0. 5 ( L + Z U ) ..……… (2^)
Lj ~ -

<L7jdt

(3-1)

ニ 0  I  く0 <4=I)

0. 5 Z -0 . 5 V — 1 )
t j

dZdt 0. 5=0. 51 (6=1)

94 (卿

: 0 .5 とすると
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マ ス グ レ イ ヴ に よ る ヴ ィ ク セ ル の 租 税 帰 着 理 論 の 定 式 化 に つ い て

P — + L .............   '(7~1)
L = v T ............... (§=!)

前と余ぐ同じ方法でこれらの方程式を解いてZ =  4, L =2, P = 4 , Z 二士を得ることができ.るの 

である。

,  ̂ ! • . . . , ■
3 生産物税が課せられた場合

次に生産物税が課せられた場合についても考えてみよう。前と全く同じ数^[を代入して

J9—(1—0. 5)»2i ~^ / t  ......(1-P)
3 9 = L + Z U  •••••… … ( ^ P )  

h = f   關

0 ^ T < 0  :............. ‘(4-P)

z = = y T ~ ~ T …“……棚

普 = I ^ T + +  .......... •狩 ）

 (7=P)
へ/T  __L = - 2-  ............... (8-P)

ち

これらの体系の方程式も前の場合と全く同じようにして解いて“ = 4ヴ1~与6.36, L = V T # 1 .2 6 ,  
p = 2 V  2 =?2. 52, Z=-^-~-i=FQ. 16 を得るのである。‘ O

確かに生産物税が課せられた場合には，租税がない場合よりも，投資期間纟が延長さ’れ，賃金所 

得L と利子率Z が低下させられている。

以上で具体的な数値例によるヴィクセルの体系のすべての値が求まっ たのであるが，よく考えて_ 
みると， これらの値を求める際に( 4 ) 式 （同様に（5=1)式，(4=P)式) をどこにも使っていないめ- 
である。 そ三で試みに ( 6 ) 式 （(H ), (6=P)式）によって等 = 0 となる t の値を求めてみよう。 

そうすると{ は正の数であるからf = 0 となるような6 の値は無限大でなければならないンメが 

無限大の時，⑶ 式 （(瓦7 )，C ^ )式）によってL はゼロに近づく。つまり投資期間を無限に延長し, 
賃金所得をゼロに近づければ利子率は最大になるということである。これは確かに1 つの帰結であ 

る。とすると，先に求めた卜 4 (i-4 , e=4V T) は一体どのような意味をもつ尤の値なのであろう 

か。

念のために，具体的な数値例によるヴィクセルの体系ではなくて,マスグレイヴによって定式化 

されたヴィク七ルの体系に戻って同じ問を考えてみよう 0 .
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を グ レ イ ヴ に よ る ヴ イ グ セ ル の 租 税 帰 着 理 論 の 定 式 化 に つ い で

そ こ で は (6) 式に与えられたように

d Z  應 A f  . 1  „~dt — K
である。饥 は i ょり小さい正の数と定義されているから，（执- 1 〉は負の値となも。省 っ て （6)式は 

dZ maA 1 , 1
—</「- ~ i r _.7 r̂ + 下ニ0

' ' .. .  *
と爵きかえることかできる。この瘍合にも辱 をゼロにするょうなの値は無曝太でなければな

らない。 ^が無限大でなければならないとすると，_ i で求めたかの値はどめような意味をもつt 
の侦なのであろうか。

 ̂ f ,* * * 1 ン ： .-. . し . ，■.
ここでその問題を考えるために，具体的な数値例のところで考えたょうな体系の解含方を,,マス 

クレイヴにょって定式化されたヴィクセ ル の 体系にあてはめて考えてみょう。

. . . .  ....し : . . . - ‘ 「 .. ■■.パ..
• •

1 租税がない場合  ,：；'：

租税かない場合におけるヴィクセルの体系は次のょうに与，られて い る

P ニ, ( 0 = 时坩 .......（1)
P ニL + Lぬ  .......“ “(2) ,

. . . . T A K  ._ . . . ン : . V : . . し ノ バ へ ハL .A :  了 “ ••“……⑶  ‘
【 ..:ノ > '.  - ^  • t ' , .し：' ,  ; ：, ^ . ;. ..

普ニu 替くG   ⑷ .、 •
ゥ— aAtm 1 ...一、.^ .— ™ .......  *(5)K t 、ノ • , •.. . . -  
dZ 7mktm~x , 1  , 、 .■ y  - ' ノ ト

~ d T  ~ ~ | T ~ ~ 十 - ^ … … •.… -(6) ‘. . .  .. -. . . . . . 』匕. . . . .  ■ ； " ■ ■ ■.' . ■! , ： ■ _ ,1:' . .
も し ⑷ 式 （従 って（6 ) 式）を考慮に入れるならば，前にも見たょうに， これらの体系を同時に

. .  f .* . 1 . ' -
扣たしう蚤ょ，な ^ の値は無限大（そや時Lはゼロに近づく) しかありえない。 そしてそれがこ<0体 

系の唯一の解である。しかしそれで、は余りにもつまらない体系である。というのは， もしそうだと 

すると，この体系は投資期間を無限に延長し, 生産を増やし，賃金をゼロに近づけるならば，利子 

率従って膂本（利子）所得は無限に大きくなってゆ.くというだけの体系であり， それは余りにも街 

明でまた余りにも現実に起りえない体系であるからであ:る。 ， '
従って我々は，ここで⑷式を放乘しょう。 そ し て （1)〜⑶の方程式だけを残して別の株系 

を考えてゆぐぐと^ :しょう。 .
次に，具体的な数値例のところで行なったょうに, ‘ 產関数_ と接+ る接線の方程式を汆めて

注( 1 0 )マXグレィヴは，これ（(6)式〉をゼ口に_ しいとおくことょって，バを射くことができ^⑷と述べ 

• ( いる。（か無限大で^)るという解を得るこ’と 机 t を解v、たととにな，る:.のであろう1■.か。
i 注⑷を参照  ： .ベ.:':' ： ； '  ：

> — 96 (2 0 5 )——
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マスグレイヴによるヴイクセルの租税帰着迪論の定式化について

みよう。それは' . へ . . ン ■ . .... ：い： ',:ト.::ン：

P=matm~1 + L = matm+ L (7)
で与えられる。 この接線と生產関数曲線との接点E で定まる最適な t とL の組合せの軌跡 V W は，

(7) = ( 1 ) とおくことによって得られる。すなわち  •
L = ( l  一 n i )cUm  ....................(8)

で与えられる。実際の名ど L の値は， V W  1山 線 と M N 曲線との交点で決まるから， ( 8 ) 式 と (3)
式を述立きせて '' •

1 一1 '  . : '  、,i + l ; ■, i 1
卜妨ニw a ) v ’ L={(1 - • ( 量)}
びニ /  aA p _ /  a-K
z = w u i - i r o ^ K ； ，p n a ニ饥風1

が 得 ら れ る 。 （ごこで得られたかび■>値 を (の式に代入 : し て も - ^ はゼロにはならない J
体系は解けたから , 今度は未知敎の数と方程式の数を数えてみよ 5 。未知数は， t, L , Z, P の

4 つである。解を得るのにi史った方程式は，（1 ) ,⑵，(3)，( 7 ) ,⑧ 々 5 つである。‘ しかし (8) 式
• ,• -■ . . . .  , ；

は 独立でないから（準 に （7 ) = ( 1 ) とおいて飴いただけのものであるがら)？吏際に独立な方程式は , , （1)， 
⑵ ，⑶ ，（7 ) の 4 つで ^ る。従って， ちょうど未知数の数と方程式の数が一致して，体系は解ける 

ことになるのでぁる。 : ハ . r ぺ

ここで新たに登場した（7 ) 式についてみてみよう。 （7) 式は生産関数曲線と接する接線の方程 

式である。 (7) 式をもっと一般的に書けば

■ィ+ L   ............ (7’）
■ 1 ■ ■ ■ # 

である。い ま （2 ) 式において， しを常数と考えて 6 について微分すると. - —. へ ：. . - : , . . パ ..：1 ' '  i.% '
r f U  . .

—f：- —L/Z .............. •-•(9) . . .  '

を得る。 .こ の ( 9 ) 式を，( 7 0 式に作入すると , 実は接線め方程式が⑵式と一致してしまうので

ある。 これは， L を常数と考えて微分したからであるン逆に言えば , . （9 ) 式が成立するのはL を常
. • ； " . , ；

数と考えることができる特殊な場合だけなのであるン  ''
L を常数と同じように扱いえたのは，実はその時 L が極大になっていると仮衆したか'らなのであ. ■ 暑 .. . ■ ■ . . . . . . . .

る， この点についてヴィクセルは , 〔5〕において ’次のように述べている。 一 

「労働者 1 人当りの平均年生虚をP と表ゎすならば 

. P - L ( I H- Z t )  .. ...' •
が得られる。轹に述べたように , P はここでは i の関数であり， し か も 既 知 数 で あ る o またZ

注（1 1 ) ( 1 ) 式より，接 線 の 勾 配 は . この接線は縦軸とL で交わるから， ( 7 ) 式が得られる ,
- . .  ■ - - ，i

— — 9 7 ( 潇 一
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マスグレイヴによるヴィクセルの租税埽着理論©定式化について

は既知の大きさと想定されている。今や問題はL が最大になるようにt を決めるこどであり，それ

は周知のように，両辺を t に関して微分することによって得られる。 極大の点ではd L = 0 である. .  ''卜

ので，この際L はあたかも常数であるかのように取り扱われ，こ う し て 我 々 は ‘

詈 ，  ‘
(12)

を得る,。」

従って我々が加えるべき第4 の方程式は， ( 9 ) 式，従って

~ d f ^ ° •(10)

なのである。これはまさに，マスグレイヴによって定式化された方程式とは全く正反対のことを仮 

定した方程式である。 .々スグレイヴは資本家による利潤（利 子 極 W化の条仲を第4 め方程式と 

したけれども，ここで得られた第4 の方程式は賃金所得極大化の条件である。

ではことそ新しく得られた第4 の方程式を新しい体系に加えて，その体系を解いてみよう。所得 

税が課せられた場合は，租税がない場合とほとんど同じであるから，ここでは生産物税が課せられ 

た場合に•ついて解いてみよう

3 . 生産物税が課せられた場合（2 は省略)
生產物税が課せられた場合の新しい体系の方程式は次のように与えられる, 

p~ 0 .~ r)a tm ............... (1-P)
p = L + Z L £

L.A=辱- ••
(2-P)

(3-P)

( 1 0 - P )

注（12) ，この点についてスティグラーは，F生産と分配の理論』〔6〕 において，次のように述べている。 「ヴィクセ 

ルは，次のような極大の方法を用いている。すなわち極大点では rfL =  0 であるから，彼はちょうどL が定数で 

あるかのように，< に関して徽分しているのである。同じような結集はもっと周知の方法で求められる。すなわ 

. ち （2) 式を書きかえると •
L

そこで

P
1 +  Zt

UP

d h  dt ベ1 + Z 0 - P . Z :0
dt  一 ( 1 + Z t ) 2 

分毋をかけて除いてしまい，分子において （1 +  Z 0 に ^

t * 4 r ~ p ，z = 0
となり，p で割って除いて，移行すると 

となる」

——  98 (22り)

を代入すると

マスグレイヴによるヴイク，セルの租税帰着理論の定式化にづいて

( 2 - P ) と ( 1 0 - P )か ら 鲁 = Z L を得る。（卜P ) よ り | = ( 1 — であるから両辺相等 

しいとおいて  ’ ■ •
ZL= (1—r) amtm ' 1 ........”“-(ll-P)

を得る。この（i トp ) 式 と （3- p ) 式を連立させてz= -(と^ ^ r を得る。 また（3—P) より 

である。このL とz を （2-沪）に 代 入 し と 速 立 さ せ 't , ト 斧 u 严 ，
m

{ ( 1 - r ) I を得る。 ここで得られたt の値をZ と L の式;に代入して，

* L =  {(1 ~ m ) (1 - r ) f t } を得る。 ■
以上6 ように，賃金所得極大化の条件を加えるととによって，新しい体系が解みることが分かっ 

た。そして得られた解が囪表で求めた解と一致ずることが分かづた。

さて今までは, L は極大化されているものとして常数と同！：よ、に扱ってきたンしかし今度は，

L が極大化されていない場合にづいそ考えてみよう。< _ . . .
⑶ 式 （同様に（3- 1 )式，（3- P ) 式）を見てもわかるように， L は i の関数である。 従 っ て I を t 

の関数であると考えて，（2 ) 式 を 《で 微 分 す る と .

H + z (知 + l ) • • • • • …

⑶ 式 耷 t で微分するとA . f 従ってこれを整理して登= 1 ^ を 代 入 す る と .
扎  __ K J _  /j 1 L n つヽ
dt ~~~a  Tz~ ~ iU ) Ti = ~ T  (13)

(I3) 式 を （I2) 式 に 代 入 し て 一 令 を 得 る 。 t とL は正の数であるから今 は負の値とな 

る。これを図表的に言い表わすならば，生産関数山丨線における接線の勾配が負にな .っ、釭時に初めて 

解が得られるということである。また数学的に言い表わすならば， ⑴式のような生産関数 (P-； 

at'  a> 0 1 > W > 0 )をte定する限り~ -= 7 n a t^ -1 は負になりえないから， 経済学的に意味のあ 

る解が得られないとい5 ことである■>

こう t たことについては , ヴイクセル自身，〔5〕の中で述べている。すなわち : 「私 は や づ と 最 近 ：1 
になって初めて次のことに気がついた。すなわち，資本家が勝手気ままにますます長い生産期間を : 
採用し， しかもその際，貨金は資 :本家及び労働者の相互の _争によ っ て，常丨こ方程式（3) K = A I i  
に従って決定されると考えうるということである。到 達 さ れ た 利 子 は 常 に （幻 P = L + L Z f によっ 

て与えられるけれども， この際Z を最大にするようヒ f を定めようとザると I rはもはや常数とは見

られえず，む し ろ ⑶ に よ っ て i に依存すると思われるがゆえに , 我 々 は 条 件 方 程 式 ^ ^ LZ
. -' •—   •_- - - . ： . ■  . - . ..

注( 1 3 ) 注 (12) を参照分

—— 99 (211)-■——■
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マスグレイヴによるヴィクセルの租税掃着理論の宠式化について 

でj f なくて， これとは金く異なる方程式： • ' :
dP L
dt 一  t f

に導かれるであろう。< とL とは本質上，正の値をとるからこのは負とな名はずであちう。 

換言すれば，最大可餡な利子は次第に生産を長期化してゆぐ時，勞働者1 A 当り6 年生産が逋减的 

になる時に初めて達碑されるであろう。 それ故実際上ここには決して利子率の真の極大は存相せず，

生產期間のいかなる延長も資本象にとって有利である。  ここでの想宠は，資本家が質金を芘

迫するために団結し，労働者無抵抗にこれに対笠するものと仮定している。 こめ場合瀹かヒ，す 

ベでの生産の長期化は結局，有利なことが知られるであろう。年々使用可能な貧鲞菽金が減少し，x 
そめ結果として賃金は低萚せざるを得ないからである。 •…‘… もちろんこのよ5 な貨釜の低「ド碌平 

晚何らかの仕方において，国民経済内部における労働者数の減少をひき起すであろう。 しかしこの 

ような点に；至らない限り，常に生産期間玄延長することが，階級とt ての資本家の利益である。

もし資本家の間に自由競争が行なわれるとすれば，これと異なる。.この場合には賃金(0低V、林態 

が釋因となって，個々の资本家は生産期間を短縮し，その資本をいっそう多ぐの労働者の雇用に用 . 
いようとする。 しかも多数の資本家がこのようにする場合には，当然貨金は騰貴すH 」

ここで思い出されるのは，マスグレイヴによって定式化されたヴィクセル^)体系である。マスグ 

レイヴによる体系は，資本家が利潤（利子率）を極大化することであづた。 そして々スグレイヴに 

よる体系を解こうとすると，投 資 （生産) 期間は無限に延長ざれるととになってしまった。 それは 

まさに，ヴィクセルも述べているように，資本家ギ団結して賃金を圧迫する場合にのみ有効な結論 

であったのである。従って賃金に下限があったり，資本家の間で競争があったりする場合には，マ 

スグレイヴによる体系は意味をなさない。従 って，賃金所得の極大化を条件e した新し^、体系o 方

が，より現実的でかつより一般的な体系なのである。

■ - • ペ ' - • ..

■ . ぉ ゎ ■.り，に . .

最後に今まで得た結論をまとめてみよう。

    ^  r*-r—--------；--------；----------    ■ ■；；.. ' ——
注（1 4 ) この点についてスティグラ一は，〔6〕.の中で次のように述べている ^ すなわち，「ヴィクセルは，彼の理論 

に対して競中の仮宠が© 驳であることをはっきり認めている。 もし資本家連が結合しセ,なお資本を完全に利殆 

しようとするならば， 利子が極大化する生産期間を彼らは求めるであろ5 が/その期間けもはや貧金一定の条 

件には従っていないのであるゃその結來，方 捧 式 含 は

... rfP- -L
. . '  dt  . 1 . , - ' . . :  . ： ィへ
となる, L と f はプラスであるから，生産期間延长(0限界也座力は極大の利守•率の点でマイナスにならなけれ 

ばならないし，マイナスの収益の段階に到達するに途いないのである！ このような点は事実上存祐しないから 

極:A：点は存在しないし，# •経済的な条件は貨金が低下する範四に限界をかえるに違いないであろうい : ，

—̂— 100 (^12) —̂ —

令ぶ各をはぐて 1 成でM .イニ、1 二“*い 人 じ ぷ ^^ ，在-1び尜為？くぶふごゾぬ■"ぶ:孩令界V忠tぶデsせ絲■く: 於’くわ

スグレイ夕によるヴィクセルの租税帰葙理論め定式化について

1. マスグレイヴによって定式化されたグイクセルの伴系は，資本家が3 辏して賃金を切下げよう 

と努力した場合にのみ妥当するような钵系4 ある。その体糸においでは，投資期間 t が延長され 

“ ばされる程资本家の利_  (利子率)が大きくなる。 しかt 利子卓2 ぼ，労働者1 人当りめ年生 

産が通減ずる時まで,極大にはならない。... 〉 ■ .q. ： 1 ■ ... ' : ： ：. • , - 'へ-... ...'■ パ.....
2 . 新しい体系では, 利 潤 （利ず率）極大化という条件の代わりに賃金所得極大化どいう条件を導 

k す鈦新しい体系 ^ まとあて表わすど次のようになる。

⑴粗税がない場合

V~-.fit)—atm  ......... …⑴ . .
P —L-f ZLi   (2) ........
L*A=等-  ............. (3) '

へ |  ニ0 | < 0  .…..⑷ て

この時

Z==mVTl-m)B*K 
⑵ 所 得 税 が 課 せ ら れ た 場 合 .ぐ:::...，::：.…丨

, P ^ f ( t )—cti,n  ............(1-̂ 1)
P -( l-r ) (L + Z L 0 + r (L + Z L 0  …….‘“ .《2-1)
L»A ~ t  ̂  ............ (3-1)

r . ' -^jr — O ...H ^ く0 ……“ '".(4-1〉'
この時

tt U  % P 'の値は> 租税がない場合と同じ値をとる，

⑶生産物税が課せられた場合 . . . . .2)=(1--t ) ( l tm :  .......   "(1-P)
p ^ h  + ZLt •“ …"“ “(g-P)
L ♦ A ̂  ̂  .………“(3-P)t

I ニ0 發 < 0 … …(4- p)
. この時

レ {(1- 顧 1- r)a(登)}研

 一 ， 1 0 W プ3 ) 一 .，—..
. , . —
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マスグレイヴによるヴィクセルの狃税帰蔚理論の定式化についで

, バ ド 》一

最後に，租税がない場合の t，L, Z と，生産物税が課せられた場合のi，し，Z とを比較して 

みょぅ。

生産物税が驊せられた場合のt は，租税がない場合のt の d ^ r ) m+1倍されている。（1—r)は
1

1 とo の間の値をとるから了士ンは 1 より大きい。w も 1 より小さい正数であるから 

は 1 より大きい。従って, 生産物税が課せられた場合, 投資期間尤が延長されることが分かる。

次に, 生産物税が課せられた場合のL とZ はともに，租税がない場合のL，Z の （1—r)ふ 倍 ' 
されている。（1 - r ) は 1 より小さい正数でw は 1 と0 の間の値をとるから; (1—デ)印 は 1 より 

小さ、、正数である。従って，生産物税が課せられた場合, 質金所得L と利子傘Z は （この体系では

均等に）低下させられるのが分かる。
. ’ ;■ ■ .  . .
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高木寿一名誉教授略歴

大正10年 3 月

大正10年 4 月より 

飞3年 3 月 ま で ニ

大正13年 4 月 1 日

昭和 2 年 1 月より 

4 年 2 月まで

昭和 5 年 4 月より 

7 年 3 月まで

昭和13年 4 月より 

18年 i o 月まで

昭和17年10月X り

昭和18年 4 月より

昭和18年10月
昭和24年 4 片
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25年 1 月まで

昭和25年 1 月より 
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昭和28年10月
昭和30年10月より 

36年10月末日まで

昭和骀年1 月

昭和44年 3 月
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生 年 月 日 明 治 32年 2 月如日生 ,
本 藉 M 苋京都中央区京橋新川町2 の 4 

1 住 所 ： 苋苽押:世田ヶ谷区下馬.6 丁目19义 2

慶應義塾大学理財科卒業。

同太学院に在学” し ':'' ；

慶應義塾高等部教員に就任。 ‘

財政学ぉょび経済学研免のオこあ, 庞應:族執fY/学也として英•独両国に2 年出1派逍され 

.るi

同高• 部副主任を兼務。

同高等部圭任を兼務。 .

同大学経済学部講師（財政学）を兼務。: ’
慶應義塾商業学校教員を兼務。 . •

慶應義塾高等部教授を退職し. 同萵等部および経済学部の講師となる，

慶應義熟大学経済学部教授に就住<*ヽ  ： ■

同大学学生部長を兼務ン：

同大学就鹼- 畏を兼務。

経済学博士の学位を授与される。

慶應義塾大学通信教育部長を兼務。

同大学産業研究所所員を兼移。

慶應義_ 大学を定• 退職。

慶應義塾大学経済学部名誉教授。なお，現在，大学院経済学研究料の財政学演留で， 

法学部の財政学，経済学部の「自由研究j を担当している。

慶應義塾外の睞務略歴

昭和18年10月より 

24年 2 月まで

昭和23年 1 月

昭和27年 4 月より 

3?年 3 月まで

丨旧和29年 9 月より 

31年 7 月まで

昭和32年• 7 月.より 

44牟 7 月まで

昭和32年 9 月

昭和34年 6 H より 

現在まで各年に

.神奈川県商工経済会理难長, 横浜商工会識所専務理事に就任*

地方財政委員会顧問を荽贼される。

横浪市立大_ 商学都'講師を委_されるン -

. .へ . : . . . .  . . .
公共企業体等中央調停赛負会委貝長に就任， ’

來京邡公安委M に就任。 ’

日本財政学会の推薦により，総理大岛命の国费派遣によって国際財政学会のウ 

大会に出席。

国家公務員採用上級試験苺門委員に任命される。
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